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令和６年度　事業報告書（案）
（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）




社会福祉法人ピースオブマインド・はまゆう




















１．法人　事業報告

　令和６年度の事業計画に沿って以下の点に取組みました。

1． 法人本部拠点の建設及び移転
　法人新社屋が令和6年5月15日に無事に竣工したことで、令和6年7月1日に移転・事業再開をすることが出来ました。移転に伴いワークステーションほっぷにおいては利用者減が不安視されておりましたが、大きな影響を受ける事もなく現在も安定して運営できております。

2． スタッフの処遇向上
　　　　令和6年度はこれまでの基本給×約16か月＋諸手当という支払い方法を、基本給×14か月＋諸手当に変更することで基本給部分の割合を増やす改定をしました。その際、定期昇給も併せたことで基本給の大幅アップと共に年収においても大きく処遇の向上が図れました。

3． 健全な財務規律の確立
　　　　前年度同様に、法人本部事務局による集約的な財務管理を行い、4拠点に分かれ
ている法人の全体把握及び事業予算執行が出来ました。令和6年度は、ワークステーションほっぷ拠点の移転が執り行われました。今後もより一層適切な財務管理を心掛け、中長期的に安定した法人経営に資するように努めます。

4． 社会福祉法人に求められる役割の推進
　法人が加入している「下関市社会福祉法人地域公益活動推進協議会」の活動に参加しております。地域公益活動推進協議会も内容の見直しと、必要なものを取捨選択しながら着実に前に進んで行っております。今後も運営委員事業所として継続して活動に参加することで、法人としての地域貢献活動の一環としたいと考えています。

　５．社内研修の再開
令和6年度より参集型の社内研修を再開しました。令和6年度から完全実施義務となりました「業務継続計画・研修」「虐待防止・身体的拘束適正化研修」についても滞りなく実施しました。また、各事業所におきましても必要な訓練・研修を同様に行っております。新入社員研修につきましては、入職時にオリエンテーションを実施し、これまでの歴史（あゆみ）とはまゆうの一員として働く自覚を促す場を設けるようにしました。
　





２．法人役員及び評議員
（１）役員、評議員（令和7年3月31日現在）
	役　職
	定　数
	

	理　事
	6～11
	土井健一（理事長）、和田敏男、岡﨑覚、岡村聖爾
友田有、平川龍（総合施設長）　

	監　事
	　2
	田中浩二、市竹敦

	評議員
	7～12
	石塚忠志、香川昌則、佐々木正一、佐藤正昭、津村繁晴、鶴谷晃代、西田治男、藤井真春、村尾寛、松井茂喜



３．理事会・評議員会開催状況 
 (1) 理事会の開催 
　　①第1回理事会（令和6年6月4日）於　北部公民館　第2研修室
　　　【第1号議案】　令和5年度事業報告（案）の件
　　　【第2号議案】　令和5年度決算報告（案）の件
[bookmark: _Hlk166509867]　　　【第3号議案】　社会福祉充実計画の策定の件
【第4号議案】　定款の一部変更の件
【第5号議案】　令和6年度定時評議員会の招集決定の件
【第6号議案】　各種規程の制定の件
　　　【報告事項】　　・建設委員会からの経過報告
　　　　　　　　　　　・はまゆう組織図
　　　　　　　　　　　・理事長専決事項
　　　　出席者；理事6名、監事2名

　　②第2回理事会（令和6年11月13日）　法人本部2階多目的室
　【第1号議案】　職員人事考課規程　改定の件
  【報告事項】　　・令和6年度上半期資金収支報告
　　　　　　　　　・はまゆう組織図
　　　　　　　　　・理事長専決事項
　　　　
[bookmark: _Hlk133395787][bookmark: _Hlk103331762]　　　　出席者；理事5名（欠席1名）、監事2名

　　③第3回理事会（令和7年3月13日）　
　　　　【第1号議案】　事務局長候補の提案及び任命の承認の件
　　　　【第2号議案】　令和6年度補正予算（案）の件
　　　　【第3号議案】　令和7年度事業計画（案）の件
　　　　【第4号議案】　令和7年度当初予算（案）の件
　　　　【第5号議案】　役員等賠償責任保険契約（案）の件
　　　　【第6号議案】　各種規程の改定（案）の件
　　　　【報告事項】　　・各種規程の条項について
　　　　　　　　　　　　・理事長専決事項
　　　　出席者；理事6名、監事2名
（２）評議員会の開催 
　　①定時評議員会（令和6年6月20日）於　川中公民館　視聴覚室
【第1号議案】　令和5年度事業報告の承認の件
[bookmark: _Hlk166750556][bookmark: _Hlk166751195]　　　  【第2号議案】　令和5年度決算報告の承認の件
　　　　【第3号議案】　社会福祉充実計画の承認の件
　　　　【第4号議案】  定款の一部変更の件
　　　　【報告事項】　・事務所および事業所の移転の件
　  　出席者；評議員8名（欠席2名）
　　　　その他出席者；平川理事、監事２名
　　

４．内部監査の実施 
	監 事 名
	監査実施日
	監査項目

	市竹監事
田中監事
	令和6年5月 20日 

	法人定款第12条第1項の規定に基づき、令和5年度事業に係る理事の業務執行の状況及び法人の財産の状況 




５．職員人事異動状況　（令和6年度中）
	
	　人　数
	　　　　　　　備　考

	退　　職
	　　10名
	令和5年度末退職者を含む

	採　　用
	　　11名
	




６．職員配置状況　（令和7年3月31日現在）
	
	法人本部
事務局
	相談　　　はまゆう
	WSほっぷ
	LSすてっぷ
	野の花工房
	ひびき工房
	合　計

	常用職員
	　1
	　　2
	　　6
	　　5
	　　3
	　　3
	　20

	有期契約　職　員
	1
	　　0
	　　2
	　　7
	　　5
	　　5
	　20

	　合　　計
	　2
	　　2
	　　8
	　　12
	　　8
	　　8
	　40


▼野の花工房・ひびき工房は送迎員を含む。配置図は「別添資料1」参照

７．補助金による助成物件
　　なし。　　





８．福祉事業運営報告 
	事 業 種 別 
	令和6年4月～令和7年3月 

	第2種社会福祉事業
	【障害福祉サービス事業】
1 就労継続支援Ｂ型事業所　
・ワークステーションほっぷ（定員30名）の運営
　・ひびき工房（定員20名）の運営
・ライフステーションすてっぷ（定員40名）の運営
  ・野の花工房（定員20名）の運営


	　　同　　　上
	【特定相談支援事業】
①特定相談支援事業所
　指定特定相談支援事業所はまゆうの運営




（1） 施設利用状況 　

●定員及び登録者数（現員）　令和7年3月31日現在（通所型）
	WSほっぷ
	LSすてっぷ
	野の花工房
	ひびき工房
	　合　計

	就労継続B型
	　就労継続B型
	　就労継続B型
	　就労継続B型
	

	定員
	　現員
	定員
	　現員
	　定員
	現員　
	　定員
	　現員
	　定員
	　現員

	　30
	　36
	　40
	　42
	　20
	　17
	　20
	　25
	110
	　120


※備考…令和6年度中の月別利用推移は「別添資料②」参照」

（２）事業所毎の状況（数値は令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）
　
　【ワークステーションほっぷ（定員30名）】
[bookmark: _Hlk70078052]　　[　実績　]
年間開所日　　　　　　235日（対前年度比－7日）
　　延べ利用者数　　　　6,695人（　同　－604人）
　　一日平均利用者数　 28.5人（　同　－1.7人）
　　平均利用率　　　   95.0％（  同　－5.5％）
　　平均工賃（月額）32,146円　　※令和5年度（月額）　25,862円
[bookmark: _Hlk70082151]　　　　　
　 ［　利用者の年齢層　］　
	性別
	10代
	20代
	30代
	40代
	50代
	60代
	70代
	80代
	計

	男
	0
	5
	4
	5
	6
	5
	1
	0
	26

	女
	0
	3
	2
	0
	2
	3
	0
	0
	10

	計
	0
	8
	6
	5
	8
	8
	1
	0
	36


平均年齢　；　45.6歳



[bookmark: _Hlk70078123]　　[　余暇活動支援（行事等）]
　　令和6年4月10日　  花見（戦場ヶ原公園）　　　　　
令和6年11月28日　 風船バレー大会（事業所内）
　　令和6年12月27日　 忘年会（事業所内）
令和7年3月27日　  花見（川中公民館）

[bookmark: _Hlk70078186]　　[　防災対策（防災訓練）]
　　令和6年6月8日　　 火災想定避難訓練
　　令和6年12月19日 　地震及び津波想定避難訓練
　　令和7年3月17日　　火災想定避難訓練

[bookmark: _Hlk70078517]　　［　運営概況　］
　　・障害福祉サービス事業収入は報酬改定がプラス改定だったこともあり、昨年度に比べて約7万円の増収となりました。プラス改定であったにもかかわらず7万円の増収に留まった事は、開所日数減を加味したとしても、利用者延べ人数減少の影響が一番の原因と捉えております。

　　・就労支援収入は、8月頃までは自転車部品の組立が減産傾向となっていましたが、9月頃からは増産傾向に転じました。夏季までに落ち込んでいた就労支援収入回復を目指すべく、8月から漁網加工を主作業とする東洋有機株式会社（旧代山漁具船具株式会社）の施設外作業を多く取り入れ、最終的な就労支援収入は前年比プラス約170万円となりました。

・平均工賃月額は32,146円と前年度をプラス6,284円上回る事が出来ました。結果、
令和7年度は一段階高い報酬単価を獲得する事が出来ました。



【ライフステーションすてっぷ（定員40名）】
　　[　実績　]
年間開所日　　　　　237日（前年度比―1日）
　　延べ利用者数　　  8,494人（　同　—962人）
　　一日平均利用者数　 35.9人（　同　－3.9人）
　　平均利用率　　　   89.6％（  同　－9.9％）
　　平均工賃（月額）22,879.1円　　※令和5年度（月額）　31,255.4円
　　　　　　
　 ［　利用者の年齢層　］　
	性別
	10代
	20代
	30代
	40代
	50代
	60代
	70代
	計

	男
	0
	3
	4
	6
	11
	6
	3
	33

	女
	0
	0
	1
	4
	5
	0
	0
	10

	計
	0
	3
	5
	10
	16
	6
	3
	43


平均年齢　；　49.8歳

　　[　余暇活動支援（行事等）]
　　令和6年毎月第３金曜日　誕生日会（事業所内）
令和6年7月19日　　　 夏祭り（同上）
令和6年12月27日   　 忘年会（同上）
令和7年2月3日　　　　 節分（同上）


　　[　防災対策（防災訓練）]
　　令和6年 6月20日　   風水害による高潮発生による垂直避難訓練。
　　令和6年10月11日　　火災想定避難訓練
　　令和7年1月14日　　 火災想定避難訓練
　　令和７年３月６日　　　 地震想定避難訓練


　　［　運営概況　］
　　・障害福祉サービス事業においては、退所者が続いたことで延べ利用者数・平均利用者数・平均利用率共に減少し、収益が対前年度比約7０万円の減収となりました。

　　・就労支援事業収入については、上半期に主軸であった広栄の作業量が激減したため、広栄以外の取引先を開拓し、新たに企業３社と取引を開始しました。その結果、下半期は就労支援収入の増加につながりましたが、上半期のマイナスを取り戻すまでには至らず、対前年比500万円の減収となりました。就労収益が減少したことにより、平均工賃月額も対前年比-8,376円となっています。これまで、収益を広栄のみに頼っていましたが、複数企業から作業を導入することにより、一社の作業量減少が収益に大きく影響する事のないよう取り組んで行きたいと考えています。


【野の花工房（定員20名）】
　　[　実績　]
　年間開所日　　　　　238日（対前年度比-3日）
　延べ利用者数　　　3701人（　同　-217人）
一日平均利用者数　 15.6人（　同　-0.7人）
　　平均利用率　　　   78.0％（ 　同　-3.5％）
　　平均工賃（月額）　  33.158.6円　　※令和5年度（月額）26.544.7円

　 ［　利用者の年齢層　］　
	性別
	10代
	20代
	30代
	40代
	50代
	60代
	70代
	計

	男
	1
	2
	1
	0
	4
	1
	2
	11

	女
	0
	2
	0
	0
	3
	0
	1
	6

	計
	1
	4
	1
	0
	7
	1
	3
	17


平均年齢　；　46.8歳
　[　余暇活動支援（行事等）] 
　　令和6年11月21日　　バーベキュー大会（事業所敷地内:屋外）
　　令和7年1月14日　　新年会（事業所内）
　　令和７年3月7日　　　豊北道の駅

　[　防災対策（防災訓練）]
　　令和6年7月31日 　　風水害想定避難訓練
　　令和6年10月23日　　火災想定避難訓練
令和6年12月26日 　 火災想定避難訓練
令和7年3月28日　   地震想定避難（BCP）訓練

　 ［　運営概況　］
・障害福祉サービス事業は、退所者が続いた事で延べ利用者数、平均利用者数は前年度比マイナスとなりました。郡部ということもあり、なかなか新規利用者の獲得が難しい中、少しでも個人の利用率が上がるように積極的なコミュニケーションを図り、皆勤者を増やすことが出来ました。

　・就労支援事業については、夏季より自転車部品組立が持ち直し、結果計画より181万増収となり、平均工賃月額は前年度より＋6.614円となりました。登録利用者が17名と少ない現状ですが、個々の作業スキルの向上や、難易度の高い作業には手当をつけることにより利用者の意欲向上にも努めました。また、空き缶などを再利用したリメイク缶作製を行い、花壇で育てた植物を使った寄せ植えを、小日本ふるさと市にて常時販売し、支援学校の文化祭や地域イベントにも出店しました。

　・レクリエーションについては、前年より回数は少なくなりましたが、利用者が毎年楽しみにしているバーベキュー、趣向を凝らした新年会等を行い喜んでいただきました。レクリエーションを行うことにより、作業意欲向上に繋がったと感じています。

【ひびき工房（定員20名）】
　　[　実績　]
　年間開所日　　　　 　236日（前年度比-３）
　延べ利用者数　　　 4,568名（　同　　＋78名）
一日平均利用者数　  19.4人（　同　　＋0.4人）
　　平均利用率　　　    97％ （  同　 　＋3％）
　　平均工賃（月額）　31,000円　　※令和5年度（月額）　32,557円
　 ［　利用者の年齢層　］　
	性別
	10代
	20代
	30代
	40代
	50代
	60代
	70代
	計

	男
	0
	1
	3
	3
	4
	6
	1
	18

	女
	0
	1
	0
	0
	3
	3
	0
	7

	計
	0
	2
	3
	3
	7
	9
	1
	25


平均年齢　；　55.0歳
[bookmark: _Hlk70077480]　[　余暇活動支援（行事等）]
　令和6年12月24日　　 忘年会（外食ゆず庵食べ放題）
　　令和6年3月21日　 　お疲れ様会（ほっともっとお弁当）

　[　防災対策（防災訓練）]
　　令和6年6月7日　　 　風水害想定避難訓練
　　令和6年10月2日　　  火災想定避難訓練
　令和6月12月13日　　 地震想定避難訓練
　令和7年3月14日　　　火災想定避難訓練

　 ［　運営概況　］
・開所日数は天候の影響もあり前年度比マイナス３日でした。

・障害福祉サービス事業は、延べ利用人数・平均利用率共に対前年比プラスとなりました。新規利用者の安定通所に力を入れた事が功を奏したと感じております。収入におきましては前年比480万円プラスとなり、年間で４６００万円を超え過去最高となりました。報酬改定で基本単価が上がったことや、前年に引き続き就労移行支援体制加算が算定出来たことが要因です。

　・就労支援収入は前年度比マイナス２０万円でした。室内作業が上半期落ち込み、施設外就労を増やし挽回を計りましたが、目標までは届きませんでした。しかし、下半期からは室内作業も盛り返し、平均工賃月額３万円以上は維持出来ました。
　　

【指定相談支援事業所はまゆう】
年間開所日　　　　 　238日（対前年度比－3日）

［　利用者の年齢層　］　
	性別
	10代
	20代
	30代
	40代
	50代
	60代
	70代
	80代
	計

	男
	0
	8
	10
	10
	33
	13
	3
	0
	77

	女
	0
	1
	1
	7
	13
	6
	0
	1
	29

	計
	0
	9
	11
	17
	46
	19
	3
	1
	106


平均年齢　；49.5　歳

  ［　運営概況　］
令和6年度も、これまでと同様に2名の相談支援専門員体制で相談支援サービスを提供しました。20代から80代までの幅広い年齢層の方を対象として、主に障害福祉サービス利用のためのサービス等利用計画作成、サービス利用継続のためのモニタリング業務を中心に事業を営んでいます。

業務実績（R6.4～R7.3）「別添資料③」参照

９．諸会議の開催
　　　（会議名）　　　　　　　（参加者）　　　　　　（開催頻度）
・運営会議　　　　　　理事長、総合施設長　　　　適宜開催
　　　　　　　　　　　事務局長
・全体会議　　　　　　全職員　　　　　　　　　　5月26日開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・施設運営会議　　　　理事長、総合施設長　　　　毎月第１若しくは2水曜日
　　　　　　　　　　　事務局長
施設管理者
　　・はまゆう活性　　　　総合施設長、　　　　　　　適宜開催
会議　　　　　　　　目標工賃達成指導員　　
・施設・保護者等　　　保護者及び理事長、　　　　未開催
　　  連絡会　　　　　　　総合施設長、事務局長　　　　　
　　・各種会議　　　　　　理事長、総合施設長　　　　施設運営会議に合わせて開催
　　　　　　　　　　　　　事務局長
施設管理者

１０．財務・事務管理
	情報公開
	年3回の機関紙｢はまゆう通信｣発行による情報公開を実施。その他に、法人ホームページを適宜更新することで、最新の情報を発信。
社会福祉法改正に伴い新たに公開することが義務付けられた情報についても、法人ホームページを用いて公開。また、障害福祉サービス等情報公表制度に基づき、独立行政法人福祉医療機構がホームページ上で公開している「障害福祉サービス情報公表システム」へ毎年１回定期報告を行い、広く情報を公開しています。

	個人情報保護と共有
	当法人の個人情報保護規程に基づき、利用者等関係者の個人情報保護に努め、利用者のサービス向上に必要な関係者間で情報を本人の同意を得て共有しました。

	苦情対応
	当法人の苦情対応規程に基づき、利用者等の苦情に迅速に対応しました（年度中の苦情はゼロ件）。

	業務の効率化・コスト削減
	各種保険契約をはじめ、法人の全業務について見直し、業務の効率化・コスト削減に努めました。

	契約の公正・透明性の確保
	経理規程に基づき、各種契約についても原則相見積を励行しました。

	事務管理の適正化
	経理規程、文書管理規程、印章規程等に基づき事務を実施。

	第三者評価
	年度中の考課は受けていません。
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